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平成 30 年度	 第 26 回全日本マスターズハンドボール  山口(周南)

大会（交流型及び 11 人制の部）大会要項 
この大会は、公益財団法人スポーツ安全協会スポーツ普及奨励助成事業の助成金を受けて開催していま

す。  
自然災害への復興支援  

「とどけよう	 スポーツの力を全国へ！」  
 

１   趣旨  平成２３年６月２４日に公布された「スポーツ基本法」の精神（スポーツは世界共通の 
人類の文化・心身の健康の保持増進にも重要な役割を果たす・健康で活力に満ちた長 
寿社会の実現に不可欠である。）は、本年度で２６回を迎える本大会がハンドボールを 
通して具現化しようとしてきた趣旨に合致するものである。 

これまでの歩みに自信と確信をもち、わが国のハンドボールの更なる発展と普及、 
ハンドボーラーのスポーツライフ充実を願って開催するものである。 

具体的には大会への主体的な参加「すべてを参加者の手作りで」を基本理念とし、 
会場準備、ゲーム進行、レフェリー担当等々に最大限の責任を果たし、参加者各人が 
寛容の精神を持ち、大会全てを楽しむことである。 

２	 主催  （公財）日本ハンドボール協会 

３	 主管  （公財）日本ハンドボール協会マスターズ専門委員会、 
山口県ハンドボール協会、 
周南市ハンドボール協会、 

（一財）周南観光コンベンション協会 

４	 後援  周南市、	 山口県、	 山口県教育委員会、	 （公財）山口県体育協会、 
周南市教育委員会、	 （公財）周南市体育協会 

５	 協賛	 	 	 	 ㈱モルテン、	 霧島酒造㈱、	 ㈱スポーツイベント 
	 （予定） 

６	 期日  平成３０年８月３日（金）～８月５日（日） 
８月３日（金）１０：００～	 １１人制大会	 スタート（予定） 

１７：００～１８：３０  開会式・競技運営委員会  
（第１４項及び第１９項参照 ） 

８月４日（土）１９：００～	 懇親会（第２０項参照 ） 
８月４日（土）～５日（日） ９：００～	 ７人制大会	 ゲーム開始 

７	 会場  キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター	 メインアリーナ ３面、多目的ホール ２面 
周南市陸上競技場	 	 	 	 	 	 	 	 	 （第１５回 １１人制大会会場） 
周南市立岐陽中学校体育館	 	 	 	 	  １面	 	 	 	 	  
山口県立徳山高等学校体育館	 	 	 	  １面	 	 	 	 	 	  
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８	 試合方式	 	 ①	上記大会趣旨に沿って、参加するチームを下記の 2つの性格のグループに分類して 

ゲームを実施する。 
②	試合方式は、参加チーム数により、大会期間中で行えるいろいろな方式を考える。 
（トーナメント方式・リーグ戦方式等々） 

③	競技Ⅰ（交流型）は３ゲーム行えるようにする。 
④	組合せは、各チームの希望と平均年齢をもとに大会本部で行う。 

９	 試合グループ	  

	 競技Ⅰ	 いつまでもプレーを続け、ゲームという緊張感を楽しむグループで、優勝など（全体 
での順位）を求めないこととする。 （ 交流型 ） 

競技Ⅳ	 １１人制競技をとおして往時を懐かしみ、楽しみながら行う。また未経験マスター 
	 	 	 	 	 	 ズ世代の男女もレクリエーションスポーツとして楽しみながら、アウトドアハンド 

ボールの普及・振興を目指す。（１１人制） 

10	 参加資格	 	 大会趣旨にある大会運営に最大限の責任を果たせる者 
寛容の精神を持って大会を楽しめる者 

① 男女とも年齢制限を設ける。 男子は １９７９年４月１日生以前の者。 
女子は １９８４年４月１日生以前の者。 

② チームおよび選手は日本協会マスターズ登録をしている者に限る 
③ 傷害保険に加入している者。（第１８項 傷害保険参照） 
④ 開会式・競技運営委員会に欠席チームは参加資格を失う 
※	参加者は①・②・③・④を遵守しなければならない。 

11	 参加制限	 	 競技Ⅰ(交流型)は男子の部のみ混成を認める 
	 	 	 	 	 	 	 	 競技Ⅳ（11人制）は男女混成チームを認める 
	 	 	 	 	 	 	 	 また、２競技への出場は可能とする。 

12	 試合時間  いずれの型も参加チーム数により、大会本部で決定する。 

13	 参加人数	 	 ① 役員は監督、２名のゲーム責任者及び３名の審判員とする。 
② 選手は１チーム２０名までとする。（役員は選手を兼ねることができる） 
③ 選手の背番号は、No．１～２０の通し番号を原則とする。（ゼッケンでも可） 
④ 個人申込者のチーム所属については、大会本部の調整によるものとするが、 
申込者の希望も受け入れる。 

14	 競技運営  ① 参加チームはチーム責任者・ゲーム責任者及び審判員３名を申込書に必ず明記す 
る。この５名は競技運営が円滑に行えるように協力すること。 

② 指定されたゲームの運営は各チームで行うので、組み合わせ表・審判割り当てを必 
ず確認すること。 

③ ３審制審判について 
第９回豊田大会から審判は 3審制を採用。この３人の審判員は、５分間を目安に 
ローテーションをしながらセンターレフェリーとゴールレフェリーの役割を果す。 
笛及び審判着はご持参下さい。（審判着については代用着を用意しております） 
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15	 申込方法  下記の各締切日までに手続きをしてください。それ以降の受け付けは出来ませんので 
ご了承ください。 
チーム参加申込み締め切り  平成  ３０年５月１８日（金）  
メンバー変更締め切り  	 	 	 	 平成  ３０年７月６日（金）	  

 
※参加申込書は、別紙様式により作成したものを下記の指定された３機関に、ｅ－ｍａｉｌにて送付すること。 
（やむを得ない場合は郵便でも可 ） 

16	 参加料  
・大会参加料・マスターズチーム登録費は、参加申込と同時にチーム分一括して、下記 
の金融口座に振り込むこと。 

・大会参加料の返却の際は、振込手数料を差し引いた金額を返却する。なお、メンバー  
変更〆締切日【平成３０年７月６日（金）】以降の大会参加料・マスターズチーム登  
録費は、一切返却しない。  

・大会参加料は、マスターズ個人登録費・強化支援費、記念大会準備費（含自然災害への復興義捐金)、
大会運営費を含む 

・役員と選手を兼ねる場合は１名とする。 
 

※大会参加料・チーム登録費の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振込先 
	 	 ◎郵便局から振込みの場合(ＡＴＭでゆうちょ銀行からの振込の場合手数料は無料です) 

	 	 ※振込依頼人名を必ずチーム名に変更してお振込みください  
※払込取扱票を使用する場合、必ず通信欄にチーム名、代表者名  

大会参加料	 （70 歳未満)	

競技Ⅰのみ参加	 	：6,100 円	

競技Ⅳのみ参加	 	：4,800 円	

競技ⅠとⅣに参加	：7,100 円	

	 	

70 歳以上の参加は一律 2,100 円	

	

大会運営費	

競技Ⅰのみ参加	 	：4,000 円	

競技Ⅳのみ参加	 	：2,700 円	

競技ⅠとⅣに参加	：5,000 円	

日本協会登録費	：600 円	

オリンピック強化支援費	：500 円	

記念大会準備費（含震災義捐金）：1,000 円	

マスターズチーム登録費：2,000 円	 	 	 	(公財)日本ハンドボール協会チーム登録費：2,000 円	
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 周南市陸上競技場（芝生	 11人制会場） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 〒745-0851	 周南市大字徳山４０５番地の１ 

② 試合球	 	 	   	  男子 モルテン  ヌエバ（黄色） Ｈ3 
                	  女子 モルテン  ヌエバ（黄色） Ｈ2 
③ シューズ	 	 	  屋外用と屋内用を必ず区別すること。 
④ 松 ヤニ	 	 	 	 松ヤニ・松ヤニスプレー等は使用禁止です。両面テープは使用可 
⑤	ユニフォーム	 	 濃淡 2 色を 2 着以上用意し、GK と同一色でないこと。ゼッケン可 

 
 
１	 大会趣旨の徹底  

第２３回豊田大会から大会趣旨を変更しました。これまでの基本理念を継承（続）する一方、 
次の二点を強調し、参加者に理解と同意を求めます。 
①	参加選手がそれぞれの役割の責任を果たすこと。 
②	寛大な精神を持って大会に臨み、楽しむこと。 
それに伴い、第１０項 参加資格にも２つの新しい文言を加えましたので、ご理解とご協力を 

宜しくお願いいたします。 
 
２	 年齢区分  

これまでも年齢区分の金色短パン、銀色短パンを着用してきましたが中途半端で、余り効果 
が認められませんでした。そこでこれまでの区分を改め、新しい大会趣旨及び参加資格から 
ベテラン選手の年齢区分を表すパンツの色を二段階にしました。 

①	６０歳以上の選手・・・・金色のパンツ 
②	７０歳以上の選手・・・・紫色のパンツ 

このように年齢区分を明確にして、６０歳以上のベテラン選手に敬意を持って交流をして 
	 	 頂けるように配慮しました。 

更に男子８０歳以上、女子７０歳以上の選手にはしっかり目立つベスト（色は未定）を着用 
して頂き、この方たちには「敬意を持って対応し、対人的反則をしてはならない」という 
マスターズ特別ルールを設けます。 
大会趣旨及び参加資格を徹底することにより、参加選手の皆さん、特にベテラン選手の方たち 

にも末永くハンドボールを楽しんで頂きたいと考えております。 
以上の点につきましてご理解くださいますようお願いいたします。 




